
    

 

 

 

令和５年３月 31 日 

 消 防 庁 

 

 「令和４年度 救急業務のあり方に関する検討会 報告書」の公表 

 
  

近年の救急業務の現状は、高齢化の進展や新型コロナウイルス感染症の感染拡大等を背景と

して、救急需要は増加するとともに、救急業務に求められるニーズは多様化を見せています。

このような中で、救急業務を安定的かつ持続的に提供していくために、令和４年度の救急業務

のあり方に関する検討会では、「救急業務の円滑な実施と質の向上」をテーマに、「マイナン

バーカードを活用した救急業務の迅速化・円滑化に向けた検討」及び「救急隊員等の行う観察・

処置等に係る検討」の２項目について検討を行いました。 

この度、検討結果を報告書として取りまとめましたので公表します。 

 

○ 検討事項（別紙参照） 

（1）マイナンバーカードを活用した救急業務の迅速化・円滑化に向けた検討 

オンライン資格確認等システムを活用し、救急現場において傷病者の医療情報等を取得

する実証実験を踏まえ、本格運用に向けた効果や課題について整理・検討を行いました。 

（2）救急隊員等の行う観察・処置等に係る検討 

関係学会における最新の提言等を踏まえた救急活動における適切な対応や救急資器材の

発展等を踏まえた応急処置の内容や範囲について整理・検討を行いました。 

 

○ 報告書の全文は、消防庁ホームページに掲載しています。 

・報告書の全文（URL: https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/post-118.html） 

 

 

  

 

 

【連絡先】 消防庁救急企画室 

 担当：岩田課長補佐・小味課長補佐・ 

飯田救急専門官 

 電話：０３－５２５３－７５２９（直通） 
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